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Q　　&　　A

Q&A
この欄には,センター利用に朗する質問と回答を掲載している.

質問はQで示し,回答はAで示す. Qの後の5桁の数字(質問番
号)は,最初の2桁が広報の巻を,次の1桁が号を,最後の2桁
がその号での質問通し番号を示している.なお,センター利用に

ついての質問には,業務係(電話　　　　または受付(センター
2階,電話　　　　に用意している質問票をご利用下さい.

コマンドによる自動ロギング中に　　　　　命令を実行すると結果がおかし

しヽ.

コマンドをレベルアップしましたので　　　　情報収集中に　　　　　命令を使用できる

ようになりました.

且　　　　　　　　コマンドによるデータセットの復元ができない・

A　且　　　　　　コマンドでバックアップしたデータセットを　　　　　　　　　　コマンドで復元

する場合には元のデータセットがなければ復元できません.元のデータセットが存在しない場合に

は次の方法により復元できます.

データセット名

且　　　　　　　　　データセット名　　　　　仮データセット名)

R E S E T

データセット名

仮データセット名　データセット名

なお,バックアップされたデータセットはセンターの都合で強制的に消却する場合があります・

バッチモードTMPをジョブクラスBで実行させたところ,出力行数　　　行で打

切られた.

A　バッチモードTMPによる制限値も実行するジョブクラスの制限値が通用されます.ただし計算

結果の出力先のジョブ制御文を指定しないとTS Sの制限値が通用されますので　　　名がわかっ

ている場合にはDl)文を追加してください.

バッチモードTMPでT S Sコマンドを実行させる場合, Ⅹコマンドを使用すると

エラーになる.

A　バッチモードTMPでは, ⅩコマンドはOSの仕様で禁止されています.変更は困難に思われま

すので当分の間使用できません.
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